
 

 

計 画 書       （案） 
 

阪神間都市計画（芦屋国際文化住宅都市建設計画）地区計画の変更（芦屋市決定） 

都市計画業平町地区地区計画を次のように変更する。 

名    称 業平町地区計画 

位    置 芦屋市業平町の一部 

区    域 計画図表示のとおり 

面    積 約６．９ｈａ 

地区計画の目標 本地区は「国際文化住宅都市」としての芦屋市の中心市街地部に位置

し，地区の東部は芦屋市の南玄関，西部は芦屋川沿いの緑地文化拠点，

国道２号沿いは幹線道路軸として位置付けられる。 

本地区計画は，上記の位置付けを生かし，「安心で品格のある明るく

美しい街」を基本目標に「交通至便で，安全，安心な街」，「みどり豊か

で明るく美しい街」，「住宅と店舗，文化施設が共存・調和する街」とし

ての良好な市街地の維持，形成を目標とする。 

 

土地利用の方針 本地区は「安全で品格のある明るく美しい街」を形成するため，次の

ような土地利用区分を基本に，健全な土地利用を誘導する。 

１ 駅前住商複合地区 

ＪＲ芦屋駅の「南玄関」として，商業業務施設と駅前住宅との共存

を図りつつ，賑わいと品格のある住商複合ゾーンとする。 

２ 国道２号沿道住商複合地区 

芦屋市の「表通り」として，活力と品格のある住商複合ゾーンとす

る。 

３ 住宅・文化施設地区 

従来からの住宅及び文化施設等の集積を前提に，便利で品格のある

住宅・文化施設ゾーンとする。 

 

地区施設の整備

の方針 

道路，公園等の施設機能が損なわれないよう維持，保全を図る。 

区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

に

関

す

る

方

針

建築物等の整備

の方針 

「安全で品格のある明るく美しい街」とするため，主に風俗営業関係の

建築物の用途の制限及び建築物等の形態又は意匠の制限を図る。 
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地
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整
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計
画

の
区

域
面
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約
６

．
９

ｈ
ａ

 

名
 

称
 

駅
前

住
商

複
合

地
区

（
Ⅰ

）
 

駅
前

住
商

複
合

地
区

（
Ⅱ

）
 

国
道

２
号

沿
道

住
商

複
合

地
区

（
Ⅰ

）
 

国
道

２
号

沿
道

住
商

複
合

地
区

（
Ⅱ

）
 

住
宅

・
文

化
施

設
 

地
区

（
Ⅰ

）
 

住
宅

・
文

化
施

設
 

地
区

（
Ⅱ

）
 

面
 

積
 

約
１

．
５

ｈ
ａ

 
約

０
．

４
ｈ

ａ
 

約
０

．
５

ｈ
ａ

 
約

０
．

５
ｈ

ａ
 

約
０

．
９

ｈ
ａ

 
約

３
．

１
ｈ

ａ
 

地
区

の
細

区

分
（

細
区

分
の

区
域

は
計

画

図
表

示
の

と

お
り

）
 

用
途
地
域
 

（
参

考
）

 
商

業
地

域
 

商
業

地
域

 
近

隣
商

業
地

域
 

第
1
種

住
居

 
地

域
 

近
隣

商
業

地
域

 
第

1
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
 

建
築

物
の

用
途

の
制

限
 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
は
，

建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

(1
)ぱ

ち
ん
こ
屋
，
射
的
場
，
勝
馬
投

票
券
発
売
所
，
場
外
車
券
売
り
場

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

（
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
含
み
，
マ

ー
ジ
ャ
ン
屋
を
除
く
）
 

(2
)カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
も
の
 

(3
)キ

ャ
バ
レ
ー
，
料
理
店
，
ナ
イ
ト

ク
ラ
ブ
，
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
 

(4
)個

室
付
き
浴
場
業
に
係
る
公
衆

浴
場
，
ヌ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ
，
の
ぞ

き
劇
場
，
ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
，
専

ら
異
性
を
同
伴
す
る
客
の
休
憩
の

用
に
供
す
る
施
設
，
専
ら
性
的
好

奇
心
を
そ
そ
る
写
真
そ
の
他
の
物

品
の
販
売
を
目
的
と
す
る
店
舗
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
 

(5
)倉

庫
業
を
営
む
倉
庫
 

(6
)自

動
車
教
習
場
 

(7
)畜

舎
（
床
面
積
の
合
計
が
１
５
㎡

を
超
え
る
も
の
）
 

(8
)
葬
儀
を
主
た
る
目
的
と
す
る
建

築
物
 

次
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に
掲
げ
る
建
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物
は
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し
て
は
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。
 

(1
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，
勝
馬
投

票
券
発
売
所
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場
外
車
券
売
り
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他
こ
れ
ら
に
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す
る
も
の

（
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
含
み
，
マ

ー
ジ
ャ
ン
屋
を
除
く
）
 

(2
)カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
も
の
 

(3
)キ

ャ
バ
レ
ー
，
料
理
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，
ナ
イ
ト

ク
ラ
ブ
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ダ
ン
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ー
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付
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係
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衆

浴
場
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ヌ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ
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ぞ

き
劇
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ト
リ
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プ
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場
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専

ら
異
性
を
同
伴
す
る
客
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休
憩
の
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に
供
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る
施
設
，
専
ら
性
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奇
心
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そ
る
写
真
そ
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の
物

品
の
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的
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す
る
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舗
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ら
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す
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の
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)倉

庫
業
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営
む
倉
庫
 

(6
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動
車
教
習
場
 

(7
)畜

舎
（
床
面
積
の
合
計
が
１
５
㎡

を
超
え
る
も
の
）
 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
建

築
物
は
，
建
築
し
て
は
な

ら
な
い
。
 

(1
)マ

ー
ジ
ャ
ン
屋
，
ぱ
ち

ん
こ
屋
，
射
的
場
，
勝

馬
投
票
券
発
売
所
，
場

外
車
券
売
り
場
そ
の
他

こ
れ
ら
に
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す
る
も
の

（
ゲ
ー
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セ
ン
タ
ー
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含
む
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オ
ケ
ボ
ッ
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ス

そ
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こ
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に
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す
る
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の
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) 
倉
庫
業
を
営
む
倉
庫
 

(4
)自

動
車
教
習
場
 

(5
)畜

舎
（
床
面
積
の
合
計

が
１
５
㎡
を
超
え
る
も

の
）
 

次
の
各
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に
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げ
る
建
築
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は
，
建

築
し
て
は
な
ら
な

い
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)自

動
車
教
習
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舎
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の
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が
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次
の
各
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に
掲
げ
る
建
築

物
は
，
建
築
し
て
は
な
ら
な

い
。
 

(1
) 
マ
ー
ジ
ャ
ン
屋
，
ぱ
ち
ん

こ
屋
，
射
的
場
，
勝
馬
投
票

券
発
売
所
，
場
外
車
券
売
り

場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
（
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

を
含
む
）
 

(2
)カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
 

(3
) 
倉
庫
業
を
営
む
倉
庫
 

(4
) 
自
動
車
教
習
場
 

(5
) 
畜
舎
（
床
面
積
の
合
計
が

１
５
㎡
を
超
え
る
も
の
）
 

(6
) 
原
動
機
を
使
用
す
る
工

場
で
作
業
場
の
床
面
積
の

合
計
が
５
０
㎡
を
超
え
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も
の
 

(7
) 
自
動
車
そ
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他
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燃
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用
ガ
ソ
リ
ン
，
軽
油
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液

化
石
油
ガ
ス
を
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売
り
す

る
店
舗
 

(8
)葬

儀
を
主
た
る
目
的
と
す

る
建
築
物
 

次
に
掲
げ
る
建
築
物

は
，
建
築
し
て
は
な
ら
な

い
。
 

(1
)店

舗
，
飲
食
店
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の
で
そ
の
用
途
に

供
す
る
部
分
の
床
面

積
の
合
計
が

15
0 
㎡

を
超
え
る
も
の
 

建
築
物
の
屋
根
，
外
壁
そ
の
他
戸
外
か
ら
望
見
さ
れ
る
部
分
の
形
態
，
色
彩
及
び
意
匠
は
，
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
，
住
宅
・
文
化
施
設
地
区
（
Ⅱ
）
内
の
全
て
の
建
築
物
等
に
つ

い
て
は
芦
屋
景
観
地
区
に
定
め
る
大
規
模
建
築
物
の
色
彩
基
準
を
適
用
す
る
。
 

屋
外
広
告
物
（
公
共
的
目
的
で
掲
出
す
る
も
の
又
は
冠
婚
葬
祭
等
の
目
的
で
一
時
的
に
設
置
す
る
も
の
は
除
く
）
は
，
位
置
，
形
状
，
面
積
，
材
料
，
色
彩
，
意
匠
な
ど
を
景
観
と
調
和
し
た
も
の
と
す
る
 

地 区 整 備 計 画  

建 築 物 等 に 関 す る 事 項  

建
築

物
等

の
形

態
又

は
色

彩

そ
の

他
の

意
匠

の
制

限
 

 
屋
外
広
告
物
は
自
家
用

広
告
物
及
び
管
理
用
広
告

物
以
外
の
も
の
は
掲
出
し

て
は
な
ら
な
い
。
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理 由 書  

 

 本地区は「国際文化住宅都市」としての芦屋市の中心市街地部に位置し，地区の東部は芦屋市の南玄関，西部は芦

屋川沿いの緑地文化拠点，国道２号沿いは幹線道路軸として位置付けられる。この地区特性を生かした，現在の便利で

品格のある住宅・文化施設を保全，育成するとともに，駅前商業地区及び幹線道路沿道においては住宅との共存を図り

つつ，賑わいと品格のある市街地を形成するため，平成１５年１２月に地区計画の決定をしている。 

平成２１年７月に芦屋市全域を景観法に基づく景観地区に指定されたことから，建築物の屋根及び外壁の色彩の

基準を景観地区と整合させるために地区計画の変更を行う。 
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(参考) 
変更前後対照表 

（赤字下線変更箇所） 

業平町地区地区計画 地区整備計画の変更内容 

項目 変 更 後 変 更 前 

建築物等に 

関する事項 

の名称 

建築物等の形態又は色彩その他の

意匠の制限 

建築物等の形態又は意匠の制限 
 

建築物等の 
形態又は 

意匠の制限 

 

建築物の屋根、外壁その他戸外か

ら望見される部分の形態、色彩及び

意匠は、周辺との調和に配慮したも

のとする。ただし、住宅・文化施設

地区（2 ）内の全ての建築物等につ

いては芦屋景観地区に定める大規模

建築物の色彩基準を適用する。 

 

建築物の屋根，外壁その他戸外から望

見される部分の形態，色彩及び意匠は，

周辺との調和に配慮したものとする。た

だし，住宅・文化施設地区（2 ）内の全

ての建築物等については大規模建築物

等の指導基準を適用する。 
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